
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組は 11 月 14 日、申 10 号「現場第一の姿勢で組合員・社員の努力に

報い、モチベーションと生活の維持・向上の実現を求める年末手当に関する緊急申

し入れ」に基づく交渉をおこないました。低額回答が示された第3回交渉以降、Ｊ

Ｒ東労組には組合員・社員の声が8,728件も寄せられ、ＪＲ東労組が独自に取り組

んだアンケートでは「不満」という回答が95.6％にも及びました。その事実を会社

にぶつけてきましたが、一切その事実に応えることなく、低額回答に終始しました。 

ＪＲ東労組は、①全組合員と現場第一としない経営姿勢をつくりかえるために、

組織強化・拡大を成し遂げていくこと、②バス関東本部・バス東北本部・ステーシ

ョンサービス協議会の年末手当等交渉の要求実現にむけて連帯したたかうこと、③

24 春闘で現場の奮闘・努力をかえりみない、現場第一としない経営姿勢にこれか

らも全組合員で立ち向かっていくことを確認し、苦渋の決断ではあるが妥結しまし

た。 

 

ＪＲ総連通信 
２０２３年１１月１５日 №１６９１ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 


